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令
和
７
年
10
月
31
日
、
日
本
教
育
公
務

員
弘
済
会
山
形
支
部
様
は
、
山
寺
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
が
９
年
間
「
山
寺
物

語
・
磐
司
太
鼓
」
の
演
舞
・
演
奏
の
継
続

活
動
に
取
組
み
、
か
つ
60
有
余
年
に
亘
っ

て
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
讃
え
、
第
19
回

教
育
文
化
活
動
奨
励
事
業
「
や
ま
が
た
未

来
賞
（
副
賞
付
）」
を
授
与
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　

保
護
者
の
方
々
、
思
い
起
こ
し
ま
せ
ん

か
。「
息
子
に
劇
の
衣
装
を
つ
く
っ
て
や

っ
た
け
な
」、「
野
ウ
サ
ギ
の
お
面
を
つ
け

逃
げ
ま
わ
っ
た
け
な
。」
小
道
具
、
衣
装

づ
く
り
も
、
協
力
し
た
事
。
中
学
生
の
頃

は
「
放
課
後
、
磐
司
太
鼓
の
リ
ズ
ム
合
わ

せ
練
習
を
遅
く
ま
で
や
っ
た
け
な
あ
。」

等
々
。

　

学
校
文
集
に
全
校
児
童
参
加
の
劇
「
山

寺
物
語
」
の
初
演
は
、
昭
和
44
年
11
月
23

日
、
秋
晴
れ
の
温
か
い
陽
ざ
し
の
も
と
旧

校
舎
グ
ラ
ン
ド
で
二
百
名
有
余
の
全
児
童

総
出
で
演
じ
ら
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
劇
「
山
寺
物
語
」
に
は
、
さ

ら
に
驚
く
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
39
年

の
４
年
２
組
の
児
童
は
創
立
記
念
日
の
学

芸
会
で
自
作
シ
ナ
リ
オ
劇
「
山
寺
物
語
」

を
演
じ
た
こ
と
が
学
校
文
集
に
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
を
機
会
に
、「
山
寺
物

語
の
演
舞
、
磐
司
太
鼓
の
演
奏
」
を
さ
ら

に
「
珠
玉
の
大
樹
」
に
育
て
る
知
恵
を
、

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
、
地
区
の
皆
さ
ん

と
話
し
合
っ
て
み
た
い
な
あ
。

＝やまがた未来賞 受賞＝＝やまがた未来賞 受賞＝継承継承
子ども伝統芸能「山寺物語」と「磐司太鼓」子ども伝統芸能「山寺物語」と「磐司太鼓」
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☆  

山
寺
の
名
勝

　

こ
の
村
に
は
、
名
勝
の
地
が
こ
と
に
多

い
。
土
地
の
人
は
、
山
寺
の
景
色
を
全
て

見
る
の
に
は
七
日
か
か
る
と
云
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
千
手
院
。
こ
こ
に
は
観
音
堂
が
あ

る
。
こ
れ
は
最
上
札
所
二
番
で
あ
る
。
御

詠
歌
に「
み
仏
の
ち
か
い
は
重
き
立
石
寺
、

ね
が
ふ
心
は
か
ろ
く
あ
り
と
も
」
と
詠
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
観
音
よ
り
少
し
登
る
と

垂
水
不
動
と
い
う
処
が
あ
る
。
実
に
大
き

な
岩
山
で
、
そ
の
岩
に
は
夥
し
い
数
の
穴

が
あ
り
蜂
の
巣
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
し

て
こ
の
よ
う
な
穴
が
穿
た
れ
た
の
か
。
自

然
の
穴
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
滝
と
は
い

う
け
ど
名
許
で
あ
る
。
そ
の
処
に
不
動
尊

を
祀
ら
れ
て
い
る
。
誰
云
う
と
な
く
、
山
寺

村
の
始
ま
り
は
、
千
手
院
で
あ
る
。
だ
か

ら
本
院
と
名
づ
ら
れ
た
処
が
あ
る
の
だ
と
。

　

よ
り
山
に
入
っ
て
三
里
許
の
処
に
面
白

権
現
が
あ
る
。
そ
の
道
の
途
中
に
雷
瀑
と

い
う
名
の
滝
が
現
れ
る
。
そ
の
権
現
は
霊

験
著
し
い
の
で
、
日
照
り
で
雨
が
何
日
も

降
ら
な
い
時
は
方
々
か
ら
こ
の
山
に
雨
乞

い
参
拝
に
登
る
人
が
引
き
も
切
ら
ず
、

日
々
絶
え
る
こ
と
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

☆ 

奥
山
寺
の
名
勝

　

馬
形
よ
り
二
里
半
許
の
処
に
、
石
橋
と

い
う
処
が
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
の
石
橋
で

長
さ
二
十
間
も
あ
る
。
そ
の
下
よ
り
流
れ

出
る
水
は
、
滝
の
よ
う
に
な
が
れ
て
大
変

お
も
む
き
が
あ
る
。
こ
こ
に
来
る
道
の

途
中
に
鸚お

う

鵡む

石
と
い
う
岩

が
あ
る
。
深
い
洞
穴
が
穿

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
向
っ

て
声
を
出
す
と
、
そ
の
響

き
が
翌
返
っ
て
く
る
。
空

模
様
が
変
わ
っ
て
く
る
と

猿
が
群
が
っ
て
、
こ
の
洞

穴
に
入
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
馬
形
よ
り
二
里
許
の

処
に
、
七
滝
不
動
尊
が
祀

ら
れ
て
い
る
。
今
年
の
七

月
廿
一
日
、
山
分
着
を
着

て
、
妻
と
一
緒
に
七
瀧
不

動
尊
を
見
に
い
っ
た
。
そ

の
道
険
し
く
、
所
々
に
鉄

の
鎖
が
懸
け
て
あ
り
、
女

ど
も
は
行
か
れ
な
い
程
で

あ
る
。
し
か
し
、
女
で
も

き
じ
ょ
う
な
方
な
の
で
強

い
て
連
れ
行
っ
た
。
澤
の

流
れ
が
七
つ
の
滑な

め

滝た
き

と
な
っ
て

い
る
の
で
、七
滝
と
名
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。

不
動
尊
の
祀
ら
れ
る
滝
の
処
は
最
も
上
で

二
段
の
滝
と
な
っ
て
い
た
。
高
さ
は
二
丈

余
も
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
大
変
狭
い
木
陰

か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
な
の
で
ま
さ
に
白
糸

を
た
ら
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
い
つ
も
霧

が
立
ち
こ
め
て
い
て
、
太
陽
の
照
す
時
な

ど
は
そ
の
景
色
何
に
た
と
え
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
程
美
し
い
。
滝
の
ほ
と
り

は
、
白
っ
ぽ
い
岩
山
が
突
き
立
ち
、
銀
色

に
光
り
輝
い
て
い
た
。
真
っ
先
に
、
滝
の

涼
し
い
音
に
気
を
取
ら
れ
、
気
持
ち
を
静

め
る
の
に
暫
し
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
セ

キ
レ
イ
が
雌
雄
で
滝
の
ほ
と
り
を
滝
よ
り

涼
し
い
声
で
囀

さ
え
ず

り
な
が
ら
飛
び
た
わ
む
れ

る
様
子
が
何
と
も
表
現
し
よ
う
に
な
い
程

興
味
を
そ
そ
っ
た
。

 

七
滝
を
い
も
も
ろ
と
も
に
と
び
く
れ
ば

 

い
も
せ
の
鳥
の
た
わ
む
れ
て
な
く

　　

屏
風
岩
は
、
高
く
東
方
に
あ
っ
て
屏
風

を
立
て
よ
う
で
、
夕
日
の
照
ら
す
時
な
ど

は
そ
の
景
色
と
り
わ
け
、
す
ぐ
れ
て
美
し

い
。
こ
の
岩
は
、
最
も
有
名
で
あ
る
。

☆ 

山
寺
七
木
・
七
石
等

　

七
木
・
七
石
と
い
う
の
は
、
昔
よ
り
山

寺
村
に
言
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
人
か
の
村
人
に

尋
ね
て
み
た
が
、
同
じ
答
が
な
か
な
か
返

っ
て
こ
な
い
の
で
、
そ
の
中
で
も
定
か
な

だ
け
を
書
い
て
み
る
。

　

ま
ず
、
七
木
は
、
今
、
た
し
か
な
も
の

は
僅
か
、
南
院
の
藤
の
樹
、
仙
台
街
道
の

桂
の
樹
の
二
本
だ
け
で
あ
る
。、
こ
れ
は

多
く
の
方
が
あ
げ
て
く
れ
た
。
又
七
石
と

言
へ
る
は
、
馬
形
の
亀
石
（
亀
の
か
た
ち

の
石
を
云
う
）・
鸚
鵡
岩
（
先
に
記
し
た
）・

立
石
（
寺
号
、
こ
の
石
か
ら
名
づ
け
ら
れ

た
）・
塔
石
（
五
重
塔
の
形
の
岩
な
の
で
、

こ
う
名
づ
け
ら
れ
た
）、
宮
崎
に
は
硯
石

(

こ
の
岩
の
上
に
常
に
水
を
た
た
え
小
さ

な
池
あ
る
の
で
名
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
溜

ま
り
水
を
石
墨
草
筆
で
の
如
法
経
写
経
の

硯
水
に
使
っ
た
と
伝
わ
る)

、
地
蔵
堂
の

赤
石
（
そ
の
色
大
変
赤
い
）
こ
れ
が
七
石

で
あ
る
。そ
の
外
香
の
岩
・
姫
岩
・
対
面
石
・

宝
珠
岩
・
琵
琶
石
・
立
岩
・
く
ぐ
り
岩
等
。

　

香
の
岩
は
、
慈
覚
大
師
開
山
の
砌

み
ぎ
り

、
こ

の
岩
の
上
で
香
を
炊
い
た
と
云
う
事
で
名

づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。
対
面
石
は
川
原
町

の
高
橋
の
傍
に
あ
り
、
慈
覚
大
師
が
始
め

て
こ
の
山
寺
村
に
来
た
時
に
、
山
王
権
現

と
こ
の
岩
の
上
で
対
面
し
た
こ
と
で
、
こ

の
名
が
つ
い
た
。
宝
珠
岩
は
山
寺
山
の
東

に
在
っ
て
、
山
号
に
こ
の
岩
の
名
が
つ
い

た
。
琵
琶
岩
は
山
寺
山
の
内
に
あ
っ
て
、

そ
の
形
が
琵
琶
の
よ
う
で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
に
山
寺
村
風
土
略
記
を
書
い

た
の
は
、
年
を
経
て
思
い
出
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
す
る
が
為
で
あ
る
。
ま
た
、
も
れ
た

事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
た

だ
山
寺
村
の
あ
ら
ま
し
を
書
い
た
も
の
だ

か
ら
、
読
む
方
は
心
し
て
読
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。

　

時
は
明
治
二
十
年
十
月（
神
無
月
）初
旬

　
　
　

山
寺
に
滞
在
し
た
時
に
書
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

友
信

石
橋

よ
り
流
れ

れ
て
大
変

る
道
の

か
分

は
、

に
光

涼
し

め
る

キ
レ

涼
し

る
様

興
味七い屏

を
立

は
そ

い
。

☆
七

寺
村こ

尋
ね

っ
て

『山寺村風土略記』『山寺村風土略記』
伊藤友信先生著伊藤友信先生著  ＜Ver追記　奥山寺名勝他＞＜Ver追記　奥山寺名勝他＞

裁判所書記官裁判所書記官
正装写真正装写真

令和８年１月１日現在 山寺戸数401戸、総人口968人（男479人、女489人）　市統計より
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令和７年度 山寺小・中学校の児童・生徒数　小学校29人（男18人、女11人）　中学校12人（男5人、女7人）
　

中
央
の
標
記
の
バ
ッ
ク
の
写
真
は
宝
珠
山

立
石
寺
境
内
の
お
山
の
全
景
で
あ
る
。
境
内

の
お
山
に
は
東
の
沢
、
中
央
に
中
の
沢
、
左

に
西
の
沢
筋
が
あ
る
。

　

1726
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
「
山
寺
状
」
の
口

絵
に
立
石
寺
最
古
の
絵
図
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
五
大
堂
の
奥
ま
っ
た
西
の
沢
筋
の
広
場

に
極
楽
院
が
建
ち
そ
の
境
内
に
「
よ
し
あ
き

お
た
ま
や
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（
現
在
、
こ

の
広
場
は
立
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
）。

こ
の
御
霊
屋
は
幾
度
か
の
移
築
を
経
て
鞘
堂

で
覆
わ
れ
、
現
在
中
性
院
の
前
庭
に
建
っ
て

い
る
山
形
藩
初
代
57
万
石
藩
主
「
最
上
義
光

公
御
霊
屋
」
で
あ
る
。
移
築
・
修
復
さ
れ
た

に
も
関
ら
ず
、
御
霊
屋
・
鞘
堂
は
共
々
、
鞘

堂
は
朽
ち
、
倒
壊
寸
前
の
姿
に
、
本
堂
も
同

様
の
姿
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

し
か
し
、
令
和
７
年
秋
、
立
石
寺
さ
ん
、

山
寺
地
区
『
記
念
殿
・
御
霊
屋
維
持
管
理
協

力
会
』、
馬
形
後
藤
大
工
さ
ん
と
の
連
携
で

鞘
堂
だ
け
を
何
と
か
修
復
す
る
こ
と
が
で

き
、
鞘
堂
ら
し
い
姿
に
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
た
。

　

こ
の
機
会
を
捉
え
、
多
く
の
郷
土
史
研
究

家
諸
氏
の
調
査
・
研
究
・
報
告
を
基
に
御
霊

屋
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
紹
介
し
て
み
た
い
。

※　

な
ぜ
立
石
寺
の
境
内
に
、
御
霊
屋
が
西

の
沢
の
極
楽
院
の
境
内
に
祀
ら
れ
た
の
か

　

戦
国
時
代
の
武
将
の
多
く
は
、
数
ヶ
所
に

供
養
施
設
を
建
立
し
て
い
る
。
最
上
義
光
公

も
、
長
源
寺
、
天
龍
山
光
禅
寺
、
高
野
山
奥

の
院
五
輪
塔
、
立
石
寺
境
内
中
性
院
前
広
場

に
御
霊
屋
を
祀
っ
て
い
る
。

　

山
寺
の
御

霊

屋

の

建

立
は
、
最
上

家
・
義
光
公

と
一
相
坊
円

海
を
介
し
立

石
寺
へ
の
多

大
の
寄
進
を

行
な
っ
た
功

績
と
考
え
ら

れ
る
。
不
滅

の
法
灯
の
比

山
延
暦
寺
へ

の
返
還
、
立

石
寺
根
本
中

堂
へ
の
義
光

公
誕
生
の
毘

沙
門
天
三
尊

へ
の
御
母
堂

祈
願
、
法
灯

護
持
の
田
の

寄
進
、
百
丈

岩
頂
上
納
経

堂
修
理
、
根

本
中
堂
の
修

理
等
々
の
立

石
寺
の
寄
進

厚
意
が
背
景

に
あ
っ
て
の

御
霊
屋
建
立

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

絵
図
に
よ
る
と
、
立
石
寺
の
堂
宇
の
殆
ど

が
『
中
の
谷
』
に
集
中
し
建
立
さ
れ
て
い
る
。

西
の
谷
に
は
、
極
楽
院
の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
御
霊
屋
か
ら
の
南
西
は
、
義
光

公
の
誕
生
の
地
が
眺
め
ら
れ
る
』
と
こ
ろ
と

し
て
『
極
楽
院
の
敷
地
』
検
討
さ
れ
決
ま
っ

た
と
推
察
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の

後
も
こ
の
思
い
は
維
持
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
。
文
化
年
間
の
宝
珠
山
立
石
寺

絵
図
で
の
移
築
で
も
、
こ
の
『
眺
め
の

良
さ
』
が
重
視
さ
れ
て
き
た
と
推
察
で

き
る
。

※　

御
霊
屋
の
建
立
は
、
何
年
頃
に
さ

　

れ
た
の
か

　

諸
先
輩
方
の
調
査
・
研
究
・
報
告
で

探
っ
て
み
よ
う
。
現
在
最
も
科
学
的
な

の
は
、
鞘
堂
・
御
霊
屋
の
建
材
か
ら
サ

ン
プ
ル
を
採
取
し
、「
放
射
性
炭
素
年

代
測
定
」
が
行
な
う
。

　

村
山
民
俗
学
会
が
、平
成
22
年
７
月
、

こ
の
測
定
を
実
施
し
報
告
書
に
ま
と
め

公
開
し
て
い
る
。

　

「
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
」
調
査
（
永

井
氏
）
の
結
果
は
ど
う
か
。
御
霊
屋
の

建
材
＊
柱
、
＊
舟
肘
木
、
＊
板
壁
、
＊

厨
子
の
扉
等
々
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し

て
測
定
推
定
値
は
1536
～
1623
と
弾
き
出
す

こ
と
が
で
き
た
。
義
光
公
没
年
は
1614
で

あ
る
か
ら
、『
得
ら
れ
た
放
射
性
炭
素

年
代
測
定
数
値
と
義
光
公
没
年
と
の
間

に
は
矛
盾
は
生
じ
な
い
』
と
い
う
測
定

結
果
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
棟
札
に
よ
る
と
、
文
政
元
年

の
（
1818
）「
奉
元
旧
地
御
遷
座
」
と
の

移
築
が
あ
る
。
こ
の
移
築
が
文
久
元
年

の
絵
図
（
宝
幢
院
敷
地
北
へ
の
移
築
、

現
在
の
中
性
院
広
場
前
の
北
に
当
た
る
。

＊
天
保
２
年
の
棟
札
に
は
、
大
工
と
木
挽
き

の
名
が
記
さ
れ
る
貴
重
な
資
料
が
あ
る
。
＊

明
治
20
年
の
棟
札
か
ら
は
、
屋
根
の
修
復

が
な
さ
れ
た
と
読
み

取
れ
る
。
さ
ら
に
、

＊
明
治
34
年
か
ら
大

正
２
年
間
に
、
中
性

院
広
場
北
側
宝
幢
院

（
廃
寺
）
敷
地
か
ら

現
在
の
中
性
院
前
広

場
に
移
築
さ
れ
た
と

あ
る
。
＊
昭
和
６
年

の
棟
札
に
は
鞘
堂
屋

根
が
大
破
し
修
復
さ
れ
、
現
在
の
姿
に
近
い

も
の
と
な
っ
た
と
報
告
が
読
み
取
れ
る
。

※　

最
後
に
、
中
性
院
前
広
場
の
義
光
公
の

霊
屋
の
建
立
者
は
、
誰
な
の
か
。

　

御
霊
屋
建
立
者
は
誰
か
の
説
は
、
研
究
者

間
で
は
二
説
が
現
在
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
義
光
公
の
跡
を
継
い
だ
最
上
家

親
で
な
い
か
と
す
る
説
。
も
う
一
つ
は
最
上

義
光
四
男
山
邊
光
茂
（
義
忠
）
と
の
説
で
あ

る
。
東
北
史
学
会
員
齋
藤
仁
氏
は
、『
建
立

者
は
義
光
息
の
最
上
家
親
で
な
い
の
か
。
当

主
を
差
し
置
い
て
山
野
邊
光
茂
（
義
忠
）
が

建
立
者
と
は
考
え
難
い
。
史
料
が
な
く
詳
細

は
確
定
し
難
い
』
と
説
い
て
い
る
。

　

御
霊
屋
の
本
尊
は
地
蔵
菩
薩
。
祀
牌
は
義

光
、
家
親
、
義
光
没
時
点
の
殉
死
者
４
名
、

義
光
四
男
の
山
野
邊
義
忠
、
息
義
堅
・
義
致
、

他
１
名
の
10
基
で
あ
る
。

　

以
上
、
諸
先
輩
の
調
査
・
研
究
報
告
を
参

考
に
最
上
義
光
公
御
霊
屋
の
建
立
の
歴
史
を

素
描
し
て
み
た
。

　　

山
寺
地
区
山
寺
行
啓
記
念
殿
・
最
上
義
光

公
御
霊
屋
維
持
・
管
理
協
力
会
の
喫
緊
の
課

題
は
、
御
霊
屋
御
堂
本
体
・
10
基
の
祀
位
牌

等
の
修
復
・
管
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
多

く
の
方
々
か
ら
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

中性院境内修復前の御霊屋中性院境内修復前の御霊屋

公奥場

ま
た
、

公
の
誕
生

し
て
『
極

た
と
推
察

後
も

な
い

絵
図

良
さ

き
る

※
れ諸

探
っ

の
は

ン
プ

代
測村

こ
の

公
開「井

氏
建
材

厨
子

て
測

こ
と

あ
る

年
代

に
は

最上義光公御霊屋最上義光公御霊屋

西の沢西の沢

中の沢中の沢
東の沢東の沢

脂脂

脂脂
脂脂

中性院境内修復前の御霊屋中性院境内修復前の御霊屋
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振興会振興会

◆
令
和
７
年
◆

【
４
月
】
山
寺
地
区
振
興
会
総
会

【
９
月
】
山
寺
地
区
敬
老
会

【
10
月
】
市
長
を
囲
む
山
寺
の

　
　

集
い
＝
市
政
懇
談
会
＝

【
月
１
回
】
振
興
会
役
員
定
例
会

　
　
　
　
　

振
興
会
だ
よ
り
発
行

【
11
月
】
追
分
つ
つ
じ
苑
除
草
作
業
を
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
と
振
興
会
役
員
で
実
施
。
随
時
、除
草
剤
散
布
。

●
や
ま
で
ら
館
と
共
催

【
１
月
】
新
春
初
顔
合
わ
せ
の
つ
ど
い

【
９
月
】
救
命
処
置
講
座

【
10
月
】
山
寺
地
区
文
化
祭

◎
体
育
振
興
会

【
１
月
】
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
卓
球
大
会

【
５
月
】
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

【
６
月
】
地
区
さ
わ
や
か
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　

（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会)

【
８
月
】
町
内
対
抗
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会

【
11
月
】
秋
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
７
月
・
10
月
】
第
４
部
ブ
ロ
ッ
ク
さ
わ
や
か
軽
ス
ポ

ー
ツ
教
室(

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会)

※
10
月
は
中
止

◎
社
会
福
祉
協
議
会

【
10
月
】
赤
い
羽
根
・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

【
年
３
回
】
山
寺
地
区
社
協
全
体
会
議

【
年
３
回
】
山
寺
地
区
福
祉
協
力
員
研
修
会

【
月
１
回
】
社
協
事
務
局
会

　
　
　
　
　

い
き
い
き
百
歳
体
操

【
８
月
・
11
月
】 

３
Ｂ
体
操

〈振興会総会〉〈振興会総会〉

〈百歳体操〉〈百歳体操〉

〈敬老会〉〈敬老会〉

◆
令
和
７
年
度
振
興
会
役
員（
敬
称
略
）

会
　

長
　
　
　

佐
藤
正
紀
（
中
地
蔵
）

副
会
長
　
　
　

布
施
文
弘
（
中
地
蔵
）

自
治
推
進
委
員
長（
兼
）副
会
長

　
　
　
　
　
　

遠
藤
定
治
（
川
原
町
）

会
　

計（
兼
）副
会
長

　
　
　
　
　
　

武
田
栄
作
（
所
　

部
）

役
　

員

　

小
笠
原
篤
・
布
施
和
敏
（
地
蔵
堂
）

　

武
田
和
彦
・
布
施
正
志
（
宮
　

崎
）

　

川
邊
信
治
・
原
田
浩
一
（
芦
　

沢
）

　

堀
川
和
義
・
小
野
美
典
（
南
　

院
）

　

安
藤
惠
一
・
佐
藤
勇
一
（
馬
　

形
）

　

武
田
久
登
志
　
　
　
　

（
所
　

部
）

　

後
藤
俊
弥
・
後
藤
国
昭
（
千
手
院
）

事
務
局
長
　
　

小
幡
　

亨
（
や
ま
で
ら
館

）

監
　

事
　
　
　

滝
口
金
右
エ
門
（
芦
沢
）

　
　
　
　
　
　

安
藤
章
吾
（
馬
　

形
）

◆
感
謝
状

・
自
治
推
進
委
員
退
任
感
謝
状

　
　
　
　
　
　

成
山
佳
明
（
地
蔵
堂
）

　
　
　
　
　
　

布
施
　

修
（
宮
　

崎
）

　
　
　
　
　
　

川
邊
信
治
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　
　
　

布
施
春
夫
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　

安
藤
章
吾
（
馬
　

形
）

　
　
　
　
　
　

毛
利
今
男
（
所
　

部
）

　
　
　
　
　
　

佐
々
木
勝
則
（
千
手
院
）

◆
民
生
委
員
児
童
委
員

（
令
和
７
年
12
月
～
３
年
間
）

〔
再
任
〕
柏
倉
健
一
（
川
原
町
・
南
院
）

　
　
　
　

滝
口
佐
知
子
（
芦
　

沢
）

　
　
　
　

武
田
治
美
（
千
手
院
）

　
　
　
　

髙
見
佳
澄
（
馬
形
・
主
任
児
童
委
員

）

　
　
　
　

増
子
友
美
（
南
院
・
主
任
児
童
委
員

）

〔
新
任
〕
布
施
秀
雄
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
宮
崎

）

　
　
　
　

遠
藤
正
敏
（
馬
　

形
）

　
　
　
　

武
田
　

啓
（
所
　

部
）

〔
退
任
〕
森
谷
盛
克
（
中
地
蔵
・
地
蔵
堂
・
宮
崎

）

　
　
　
　

佐
藤
勇
一
（
馬
　

形
）

　
　
　
　

増
子
伸
一
（
所
　

部
）

◆
保
護
司

（
令
和
７
年
12
月
～
）

　
　
　
　

遠
藤
正
明
（
南
　

院
）

　

令
和
７
年　

【
１
月
】
新
春
初
顔
合
わ
せ
の
つ
ど
い

【
１
月
、
２
月
、
３
月
、
７
月
、
12
月
】

　

手
芸
講
座

　

（
編
み
物
・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
ミ

　
　

シ
ン
・
紙
ク
ラ
フ
ト
）

【
５
月
、
10
月
、
11
月
】

　
　
　
　

ヨ
ガ
教
室

【
８
月
、
９
月
、
11
月
】

　
　
　
　

子
ど
も
体
験
教
室

　
　
　
　

（
パ
ン
作
り
・
工
作
・
ク
ッ
キ
ー
作
り
）

【
８
月
、
12
月
】

　
　
　
　

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

【
９
月
】
救
命
処
置
講
座

　
　
　
　

奥
山
寺
遊
仙
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

【
10
月
】
紅
葉
川
渓
谷
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　
　
　
　

山
寺
地
区
文
化
祭

【
11
月
、
２
月
】

　
　
　
　

山
寺
健
康
元
気
講
座

　
　
　
　

（
タ
キ
ミ
カ
体
操
・
３
Ｂ
体
操
）

やまでら館やまでら館

　

少
し
前
に
出
版
さ
れ
た
「
利
他

の
す
す
め
」
と
い
う
本
の
中
で
、

「
人
が
幸
せ
を
感
じ
る
４
つ
の
こ

と
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
、
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と

　

２
、
人
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と

　

３
、
人
の
役
に
た
つ
こ
と

　

４
、
人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
は
、
自
分
が
幸
せ
を

感
じ
る
と
同
時
に
、回
り
の
全
て
の

人
が
、幸
せ
と
感
じ
る
こ
と
で
す
。

今 味わう、先哲の言葉
 

幸
せ
を
感
じ
る

　
　
　
　

  

４
つ
の
こ
と

　
   

立
石
寺
住
職　

清
原 

正
田

　

最
上
三
十
三
観
音
の
「
午
歳
御
縁
年
観

音
ま
つ
り
」
に
合
わ
せ
て
令
和
八
年
五
月

一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
ご
本
尊

の
特
別
御
開
帳
が
行
わ
れ
る
。
是
非
御
参

拝
を
。

千
手
院
観
音
特
別
御
開
帳

千
手
院
観
音
特
別
御
開
帳

千
手
院
観
音
特
別
御
開
帳

千
手
院
観
音
特
別
御
開
帳

〈工作教室〉〈工作教室〉

〈〈親子リトミック親子リトミック〉〉

〈〈山寺健康元気講座山寺健康元気講座〉〉

〈〈新春初顔合わせのつどい新春初顔合わせのつどい〉〉

〈ヨガ教室〉〈ヨガ教室〉

〈〈山寺地区文化祭山寺地区文化祭〉〉

山寺コミュニティセンターはクーリングシェルターです。暑いときにひと涼み概
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令
和
七
年
物
故
者

 

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

 

申
し
上
げ
ま
す

〈
地
蔵
堂
〉

・
布
施
　

一
郎
殿
　

・
矢
萩
　

政
　

殿

〈
宮
　

崎
〉

・
冨
樫
　

ま
つ
殿
　

・
布
施
　

文
子
殿

〈
芦
　

沢
〉

・
柏
倉
　

り
さ
殿
　

・
原
田
　

和
夫
殿

・
原
田
　

玉
子
殿
　

・
堀
川
　

良
子
殿

〈
川
原
町
〉

・
水
野
　

す
や
殿
　

・
結
城
　

典
子
殿

・
清
原
　

浄
田
殿

〈
南
　

院
〉

・
渡
邊
　

三
蔵
殿

〈
馬
　

形
〉

・
小
笠
原
よ
し
子
殿
・
遠
藤
久
美
子
殿

・
安
藤
ヒ
デ
子
殿

〈
所
　

部
〉

・
増
子
　

美
　

殿
　

・
武
田
　

哲
子
殿

・
武
田
フ
サ
子
殿

〈
千
手
院
〉

・
後
藤
　

キ
ヨ
殿
　

・
後
藤
　

成
雄
殿

令和７年生まれ

〈
地
蔵
堂
〉

 

遠
藤 

瑞
樹
氏 
長
男

　

 

朔さ 

玖く
　

さ
ん

金
婚
さ

ん

お
め
で
と
う

布　施　良　政 　　　布　施　良　政 　　　

　　　　　營　 　　　　　營　 
ご夫妻ご夫妻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈中地蔵〉〈中地蔵〉

お誕生お誕生
おめでとう !!おめでとう !!

　

女
声
合
唱
団
「
ふ
う
が
」
30
周
年
記
念

コ
ン
サ
ー
ト
が
３
月
30
日
（
日
）
山
形
市

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
於
て
、
満
員
の
お

客
様
を
お
迎
え
し
、
成
功
裏
に
終
了
致
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
男
声
合
唱
団
「
大
和
」

の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
応
援
団
（
孫
ち
ゃ
ん
）

に
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
出
演

者
全
員
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ナ
ン
バ
ー
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。
客
席
よ
り
大
き
な
拍
手

を
い
た
だ
き
感
動
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

指
揮
　

川
邊
き
え
子
先
生
の
ご
指
導
の
賜

物
と
、
山
寺
地
区
振
興
会
の
皆
様
各
町
内

会
の
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご
声
援
と

ご
理
解
の
お
陰
と
団
員
一
同
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
私
達
は
コ
ン
サ
ー
ト
の
喜

び
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

団
長
　

柏
倉
　

恵
子

清らかな歌声清らかな歌声、、
大師の里「山寺」に響く大師の里「山寺」に響く

山寺女声合唱団「ふうが」山寺女声合唱団「ふうが」

30周年記念コンサート30周年記念コンサート

佐藤正紀さん（中地蔵）が書いた山寺の風景画２作品をやまでら館（コミセン）に展示しています。

・
青
少
年
の
善
行
表
彰

　
　

山
寺
小
児
童
会
・
山
寺
中
生
徒
会

・
第
19
回
や
ま
が
た
未
来
賞

　
　

山
寺
小
中
学
校

・
第
80
回
県
総
合
美
術
展

　
　

洋
画
入
選
「
開
山
堂
残
照
」
佐
藤
　

正
紀

表  

彰  

状

☆
山
形
大
学
が
立
石
寺
で
10
万
点
に
上
る
江
戸

時
代
の
木
札
が
見
つ
か
っ
た
と
発
表
。
大
半

は
故
人
の
追
善
供
養
に
用
い
る
卒
塔
婆
や
経

文
を
書
き
写
し
た
「
こ
け
ら
経
」
で
立
石
寺

の
庶
民
信
仰
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
手
が

か
り
に
な
る
と
し
て
い
る
。

☆
山
形
市
立
商
業
高
の
３
年
生
が
、
山
寺
の
魅

力
ア
ッ
プ
に
向
け
た
土
産
店
の
既
存
商
品
販

売
促
進
策
に
取
り
組
ん
だ
。
菓
子
の
形
状
と

山
寺
土
産
で
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
伝

え
よ
う
と
工
夫
し
た
。
後
日
、
ふ
も
と
や
本

店
で
販
売
実
習
を
行
い
観
光
客
に
、「
私
た

ち
が
考
え
ま
し
た
」「
お
一
つ
い
か
が
で
す

か
」
と
積
極
的
に
売
り
込
ん
だ
。

　
　

今
年
度
は
山
形
市
内
の
高
校
が
山
寺
の
歴

史
と
文
化
を
学
び
な
が
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使

し
た
り
、
多
方
面
か
ら
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
訪
れ

て
い
た
の
が
多
く
み
ら
れ
た
。

☆
山
寺
中
生
徒
会
が
サ
ニ
ー
ヒ
ル
山
寺
へ
車
椅

子
を
寄
贈
。
山
寺
小
中
学
生
全
員
と
地
区
の

皆
様
か
ら
の
ア
ル
ミ
缶
回
収
に
協
力
い
た
だ

い
た
賜
物
。

☆
山
寺
小
中
学
校
で
「
平
和
の
音
色
平
和
コ
ン

サ
ー
ト
in
山
寺
」
が
開
催
。
原
子
爆
弾
で
傷

つ
い
た
被
爆
ピ
ア
ノ
が
奏
で
る
一
つ
一
つ
の

音
色
に
感
動
の
嵐
。

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

耳
よ
り
な
話

耳
よ
り
な
話
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編
集
後
記

毎年発行予定・保存しておきましょう。

　

「
山
寺
ふ
る
さ
と
便
り
『
宝
珠
の
し

ず
く
（
歴
史
を
伝
え
る
大
師
の
里
　

心
と
力
を
合
わ
せ
　

未
来
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
）』
30
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
山
寺
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
が
60
数
余
年
に
亘
っ
て
取
組
ん

で
き
た
「
山
寺
物
語
」
の
演
技
、・
山

寺
中
学
校
「
磐
司
太
鼓
」
の
演
奏
が

「
や
ま
が
た
未
来
賞
（
副
賞
付
）」
の

大
き
な
表
彰
を
受
け
た
。
山
寺
地
区

の
皆
さ
ん
、
お
子
さ
ん
を
褒
め
て
く

だ
さ
い
。
先
生
方
の
篤
い
指
導
の
お

蔭
で
、
児
童
・
生
徒
が
確
か
に
、
大

き
く
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
。
山
寺
地
区
挙
げ
て
お

祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

★
編
集
委
員

　

新
関
　

孝
夫
　

〇
矢
萩
　

昭
夫

　

後
藤
　
　

久
　
　

石
川
　

進
一

　

小
幡
　
　

亨
　
　

遠
藤
ま
き
子

『行くべき世界の旅行先』
山形県
選出

宇米「ナショナルジオグラフィック」宇国内唯一　

２
０
２
６
年
に
行
く
べ
き
世

界
の
旅
行
先
で
山
形
県
が
選
出

さ
れ
た
。
山
寺
も
忘
れ
ら
れ
な

い
旅
先
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
タ
イ
ム
ズ

が
世
界
に
発
信
す
る
に
値
す
る

日
本
の
自
治
体
と
し
て
山
形
市

を
選
定
。
山
寺
と
し
て
も
英
語

の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
受
け
入
れ
体
制
を
整

え
て
い
る
。

“俳句交流”、今年も大分県佐伯市の本匠中３人が山寺地区を訪れた。

☆
「
山
寺
さ　

来
て
け
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
、

仙
台
で
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
サ
ン
モ
ー
ル
一
番

町
商
店
街
に
て

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
。
動
画

撮
影
、
編
集
に

も
挑
戦
し
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

山
寺
の
見
ど
こ

ろ
を
映
像
で
見

る
こ
と
が
で
き

る
。

　

後
日
仙
台
の

た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
温
か

い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
ま
し

た
。

る
た
め

サ
ン
モ
ー
ル
一
番

☆
山
形
中
央
高
生
と
の
ゲ
ー
ム

考
案
会
議
。
タ
イ
ト
ル
は
「
山

寺
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
さ
ら
に
山

寺
を
楽
し
く
」
概

寺
を
楽

」

☆
小
学
３
・
４
年
生
が
き
ざ
は
し
会
の

花
輪
裕
宣
さ
ん
か
ら
山
寺
ガ
イ
ド
を
学

ぶ
た
め
、
宝
珠
山
立
石
寺
を
上
っ
た
。

　

そ
の
学
習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

１
月
27
日
岡
山
県
倉
敷

青
年
会
議
所
の
皆
様
に
、

冬
の
山
寺
の
案
内
ガ
イ

ド
に
挑
戦
し
た
。

　

長
靴
に
縄
を
巻
き
、

山
寺
の
見
ど
こ
ろ
を
丁

寧
に
案
内
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
倉
敷
青
年
会

議
所
の
理
事
長
か
ら

「
子
ど
も
た
ち
が
、
一

生
懸
命
考
え
て
く
れ

て
、
山
寺
の
魅
力
が
丁

寧
に
伝
わ
っ
て
、
楽
し
い
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。」
と
感
謝
の
言
葉
を
頂
い
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
念
願
の
案
内
ガ
イ
ド
が

で
き
、
と
て
も
満
足
し
て
い
た
。

☆
小
学
１
・
２
年
生
が
町
探
検
を
行
い
、
見
学
、
質
問
し
な

が
ら
学
習
し
『
山
寺
の
町
博
士
』
に
近
づ
い
た
よ
う
概

が
ら
学
習
し
『
山
寺
の
町
博
士
』
に
近
づ
い

☆
中
学
校
３
年
生
が
修
学
旅
行
で
学

ん
だ
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
の
山
寺
地
区
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
の
「
山
寺
未
来
会
議
」
を
開

催
。
す
ば
ら
し
い
内
容
の
提
案
を
実

現
で
き
る
よ
う
に
前
進
あ
る
の
み
！

☆
小
学
３

花
輪
裕
宣
さ

ぶ
た
め
、
宝

そ
の
学

１
月
27
日

青
年
会
議
所

冬
の
山
寺

ド
に
挑
戦
し

長
靴
に

山
寺
の
見
ど

寧
に
案
内
す

で
き
た
。
倉

議
所
の
理

「
子
ど
も
た

生
懸
命
考

て
、
山
寺

見
学
、
質
問
し
な

い
た
よ
う
概

い
た大好きな山寺大好きな山寺!!!!大好きな山寺大好きな山寺!!!!

山寺小・中の取組み山寺小・中の取組み山寺小・中の取組み山寺小・中の取組み山寺小・中の取組み
小１・２　地域探検小１・２　地域探検

小３・４　観光ガイド小３・４　観光ガイド

中３年　山寺未来会議中３年　山寺未来会議

中１・２　山形中央高校訪問中１・２　山形中央高校訪問

小５・６　仙台市ＰＲ活動小５・６　仙台市ＰＲ活動


